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安全・品質への挑戦
Challenge!

１．はじめに
　弊社は今年７月３日、創立70周年の節目を迎えまし
た。
　1947年、福岡市に無線施設建設・保守の「西部電気
通信工業株式会社」を創立。同年熊本市に本社を移転。
その後順調に業容を拡大するとともに、九州各県での拠
点整備も進め、2010年には創立の地である福岡市に本
社を再移転しました。
　現在は地元九州のICT社会を情報インフラ整備の面か
ら支えるとともに、長年培った豊富な経験と最新の情報
通信技術（ICT）で、高度化・多様化する情報社会の整
備に貢献しています。
　昨年度スタートした中期経営計画（2016～2018）
～Challenge&Change～では「収益構造の変革による経
営基盤の確立」と「安定配当＋収益連動配当の実施」を
２本柱に据え、さらなる躍進に向け取り組んでいます。

２．安全品質推進本部を発足
　西部電気工業グループでは、『安全衛生方針』『品質方
針』（図１・２）を掲げて「人身・設備・交通（加害／
自損）事故ゼロの達成」および「お客様に信頼される品
質の提供」に取り組んでいます。
　NTT事業部門・民需系事業部門の安全推進に関する
一元体制を構築し、全社として安全推進の一層のレベル
アップのため、平成28年７月に「安全品質推進部」か
ら「安全品質推進本部」へと新体制に移行しました。
　具体的には、民需系事業部門の安全施工のバラツキを
なくし、事業規模拡大に伴うさらなる安全品質体制の強
化を図るため、新たに民需系安全担当を新設しました。
　また、NTT事業部門については構造改革ガイドライ
ン導入に伴う現場安全管理体制の定着を図るため、
NTT事業部門に対して監視機能を有する組織体制に見
直しました。

西部電気工業株式会社

事故ゼロ・品質向上への取組み
～揺るぎない経営基盤の確立～

創立70周年

図１　安全衛生方針

図２　品質方針

創立７０周年、収益構造の変革で
経営基盤の確立目指す

安全衛生方針
安全なくして、事業の発展はない。事故が発生しない職場
環境を作ること。
そして、その永続的実現に向け、当社の工事に従事する
全従業員は、

決められたルール・手順を順守し、
基本を忠実に実践する。

作業にひそむ危険を事前に把握し、
危険要因を排除して作業する。

今のやり方、仕組みに改良点はないか
常に考え、改善提案を行う。

品 質 方 針
お客様の要求する品質規格とサービス水準を常に満た
すこと。
そして、その永続的実現に向け各組織は、

安全、法令順守を第一に
効率的な品質保証体制を確立し
継続的な改善を行うことにより
お客様の高い信頼を得られる
品質を提供する。
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３ ．協力会社の認定制度見直しによる
安全・品質の強化

　平成25年７月にサービス総合工事の資格審査項目を
「経営規模」「施工能力」「安全管理」「品質管理」等を反
映した制度に見直し、23社を12社に大括りし認定会社
を代表とするグループ化を図り、西部電気工業グループ
一体となり安全・品質の強化に取り組んでいます。　

４．過去の事故を踏まえた取組み
　「人身」「設備」「情報」「交通」の事故絶滅に向けて
は、NTT事業部門・民需系事業部門において、トップ
から現場第一線まで安全意識の高揚を図り、基本動作の
徹底に向け各種安全施策に取り組んでいますが、事故の
絶滅には至っていない状況にあります。
　「現場作業における基本動作の徹底と習慣化」および
「安全施工サイクルの確実な履行」により「類似事故を
絶対に起こさない」という強い意志を持ち、過去の事故
の振り返りによる再発防止の仕組みを加え、作業者１人
ひとりの基本動作の徹底等、事故絶滅に向けて取り組ん
でいます。
⑴　類似事故の再発防止
　現場第一線の従事者１人ひとりに基本動作の重要性を
理解させるとともに、「他山の石」置換え支援ツール※注

を活用し、リスク管理（人・物・環境・
管理等）および安全パトロール時の履行
確認に反映し対策強化に努めています。
※注 　過去事故事例の棚卸しによる再発防止支
援ツール。NTT九州カンパニー施策

⑵　指差し呼称の徹底
　ヒューマンエラーを防止する対策のひ
とつとして、指差し呼称のさらなる定
着・充実のため、不履行の場合は改善指
示を発出し改善報告を求めることとしま
した。
⑶ 　構造改革ガイドライン（安全施工サ
イクル）の取組み
　全班月１回以上のパトロール実施に向
けて、新たな仕組みを取り入れて取り組
んでいます。
Ⅰ．位置情報ツールの導入
　 　アクセス班、ユーザー班、オンサイ

図３　位置情報ツール概要 図４　現場操作レス映像伝送システム
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昴通信
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・各作業班の位置情報表示
・緯度経度情報を表示
・協力会社別に表示
・１０分間隔で最新位置情報表示
・次の工事住所を表示
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パトロール

Ｂ社 ■■班

Ｂ社 ▲▲班Ａ社 ●●班

会議システム
（クラウド）

・映像伝送
・通話
・映像保存・映像保存

現場で撮影 事務所で確認

写真１　ＷＢＴ安全作業理解度テスト 写真２　感電事故防止に向けた体感研修ビデオ

ト保守班の各作業班の作業場所をタイムリーに把握し
効率的なパトロールを実施するため、内製化でGPS
位置情報を活用したシステムを構築し取り組んでいま
す（図３）。
Ⅱ．パトロールの「質」「量」の改善
　 　「現場操作レス映像伝送システム」を内製化で構築し、
全安全専任者に配備したタブレット端末を活用しパト
ロールの「質」と「量」の改善に努めています（図４）。
⑷　人身・設備事故絶滅に向けたICTの活用
　過去の事故事例に基づく「WBT教材」　「ビデオ教材」
等を作成し、社内イントラネットを利用したWBT研修
等を実施し、類似事故の再発防止に努めています。
◇「WBT安全作業理解度テスト」
　 　わが社で発生した人身事故、法律で定められたもの
および知っておくべき基本的知識のカテゴリーによる
全21問で作成（写真１）。
◇ 「感電事故防止に向けた体感研修ビデオ」（認定会社
等へ展開）
　 　実際の感電シーンを疑似体験し、本当の電力の怖さ
を知ることができる内容で制作（写真２）。

５．安全品質向上のための人材の育成
⑴　安全専任者コア人材の育成
　安全専任者育成体系の確立による認定制度を導入し、
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コア人材の育成に努めています（図５）。
⑵ 　アクセス系社員の人材育成による業務遂行能力の向上
　工事における安全品質確保を基本に、より効率的な業
務運営を目指して設計および施工管理業務に関わる人材
育成の充実・強化に努めています（図６）。　
⑶　「社内設計検討会」開催による設計者のスキル向上
　「社内設計検討会」（元請・認定会社等参加）を開催し
設計品質の向上を図っています。
　平成26年９月に第１回をスタートし平成29年２月に
第６回目を開催しました（写真３・図７）。

西部電気工業グループ設計者のスキルと安全意識の向上
　◇設計力・提案力のさらなる向上
　◇ 最新情報共有および安全性を考慮した設計の重
要性について再認識

　◇設計者のモチベーションの向上

目　的

１．設　計　　　◇実施設計問題＜２時間＞
　①安全設計の取組み　　
　②経済設計の取組み（メタルコスト削減を重視）
　③KK運動の取組み
２．算　定　　　◇４択問題10問（１時間）
　①間違いやすい工程適用事例を解説
　②工程名変更の周知および再確認

競技内容・ポイント

⑷ 　「光通信工事技能競技会」西部電気工業グループ予
選会開催による技術者のスキル向上

　本予選会は、元請・認定会社等から毎年約40名が参
加し、西部電気工業グループの技術者のスキル向上を目
的として開催しています。今年度も第12回の予選会を
平成29年５月23日（火）に開催しました。
　出場者全員に対して、競技会での結果を踏まえ、「欠
点の多かった箇所」「個々の強み、弱み」等のフィード
バックを行い、西部電気工業グループ全体の技術者スキ
ルの向上に努め品質向上に取り組んでいます（写真４）。

⑸ 　直営工事研修実施による現場力強
化および認定会社等への派遣

　「安全・品質に対する“目利き”“指
導”ができる工事長の育成」を目的と
して、平成24年度から年２回（１期
６カ月間）の直営工事研修を実施し
「個人」「組織」「グループ」の力を結
集した現場力強化に努めています。
　前半の３カ月間で、直営工事で必要
な知識（設計～外線～接続～宅内まで
の一連の作業）を座学・実技で研修し
各種資格取得した後、後半の３カ月間
で、アクセス系サービス総合工事等
で、多岐にわたる作業環境での「直営

図５　安全専任者育成体系

若手社員
（工事長補佐）

管理職

1年目

5年目

中堅社員
（工事長）

安全専任者育成ステップ

3年目

6年目

中堅社員
（総合工事長）

安全専任者
（入社10～15年目・2～3年）

10年目

安全専任者指導員（課長代理）
（入社15～20年目・2～3年）15年目

安全専任者認定

課長代理

安全監査員

安全専任者

安全専任者業務OJT
（入社6～10年目・6ヶ月）

工事長

直営研修（現場OJT）
（入社5年目・6ヶ月）
協力会社への実践研修：２ヶ月

設計+施工管理+安全研修
（入社3年目・1週間）

新入社員導入研修（人事部・1ヶ月）

基礎研修（技術センタ・5ヶ月）

図６　総合力を備えた人材育成

写真４　競技会模様

業務に関する専門知識

・施工管理マニュアル、作業手順書等
の業務知識を有し原価管理を徹底する
ことで最大限の収益を上げられる

安全（人身・設備事故、人為故障の回避）

・過去の人身、設備事故に対する再発
防止策を十分理解し安全指導により類
似事故を防止できる

資格の取得、講習受講

・工事基本Ⅰ（ＮＴＴ西）、監理技術者／
主任技術者（建業法）、工事担任者（電
気通信事業法） 等
・酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者
技能講習、高所作業車運転技能講習 等

写真３　第６回社内設計検討会の模様 図７　実施設計問題回答例

3L1

3L2
3L3

◇コンセプト◇
設計段階から“仲間を守る”意識を醸成︕



14 Raisers 2017. 7

Challenge!安全・品質への挑戦

７ ．現場からの課題提言活動（対話会）
の取組み

　「安全・品質の西部電気工業グループ」を目指す取組
みの一環として、現場における課題の抽出・対策・定着
を具現化し、職場における課題等の早期解消に努めるこ
とを目的として、支社長、事業部長等と施工管理担当者
等社員との毎月定例の直接対話会、「現場からの課題提
言活動（対話会）」を開催しています。
　平成28年度は、NTT事業部門・民需系事業部門を対
象として、延べ246回の開催、約3,600名が出席しました。
職場課題の早期解消はもとより、対話会等を通じて、「安
全」「品質」の確保は会社が存続するために必要な企業
力のひとつであるとの認識が社員１人ひとりに浸透して
います。　

８．おわりに
　平成29年度は、「類似事故の再発防止および指差し呼
称徹底の取組み」「安全品質の均一化に向けた取組み」
「構造改革ガイドライン（安全施工サイクル）の取組み
の定着」を柱として、事業運営の円滑な推進に向けた一
層の安全確保および品質向上の徹底に取り組み、西部電
気工業グループの明るい未来を実現するため、全社員一
丸となって、安全品質を第一として揺ぎない経営基盤を
確立するために最善を尽くしていきます。

工事」を経験することで、「現場最
優先」で活躍できる人材の育成を
行っています。
　平成28年度10期生で、社員（グ
ループ会社含む）延べ約100名が研
修修了しました（写真５・６）。
　また、直営工事研修終了後、現場
実態等の把握を目的とした認定会社
等への派遣（２カ月程度）を実施しています。　

６．交通事故絶滅に向けた取組み
⑴　「安全運転サイクル」による強化施策の展開
　交通事故絶滅に向けては、「ドライブレコーダー映像
の徹底活用」「安全運転適正テスト結果の徹底活用」等
に取り組み、１人ひとりの安全に対する意識の向上が図
られ、平成25、26年度と増加傾向にあった発生件数は、
平成27、28年度には連続して減少しました。
　平成29年度の強化施策として、「安全運転サイクル」
を掲げ、安全運転に関する意識の醸成および運転者に対
する上長からの指導の充実を図っています（図８）。
⑵　交通事故絶滅に向けたICTの活用
　クラウドサービスを利用した「ドライブレコーダー映
像収集自動化システム」を内製化で開発し、導入経費、
ランニングコストの節減を図り、交通事故絶滅に向け取
り組んでいます（図９）。

＜具体例＞
・ 通信機能を有したSDカードのデータをサーバに読
み込み抜き差しを不要とする
　 （映像、GPSデータ、Ｇセンサー情報を駐車場に設
置しているアンテナから自動送信）
・ GPSデータ（位置、走行経路等）に基づき車両管
理を実施
・ 運転データ（走行速度等）の解析に基づく「記録レ
ポート」（診断書）を作成し安全運転教育に活用

図８　安全運転サイクル

「安全運転サイクル」
安全運転サイクル

朝礼時

第１章　日々 第２章　毎週

第３章　毎月

第４章　随時

第５章　体制

１．交通事故事例などの
　 周知による注意喚起

１．4RKYT の実施（毎週月曜日）

１．「安全運転管理者」会議開催
　☆ビル単位での安全運転指導
２．「安全運転」キーパーソンの配置
　☆職場単位での安全運転指導

１．OD式安全性テストの実施
２．春の全国交通安全運動（4月）
３．秋の全国交通安全運動（9月）
４．アクション会議開催
５．運転免許証の確認・報告

１．ドライブレコーダー映像確認・報告
　☆「車間時間４秒」「一時停止２回」
　☆上長は映像確認と安全運転指導
２．ヒヤリ・ハット映像掲載・更新
　（社内イントラネット）

運行前
２．運行前点検
　・運転者本人の点検
　（体調管理・アルコールチェック）
　・車両点検
　（タイヤ・ライト・ブレーキ関連など）
３．一人交通 KY と運転日誌記入
　☆運転者に対するワンポイント指導
　・OD 式安全性テストの注意ポイント
　・経路／時間の確認とアドバイス
４．運転席での「安全運転決意」
　 宣言
　～なので～運転をする

帰社後

11．運転席での
　　「安全運転決意」宣言内容と
　　ヒヤリ・ハット有無の報告
　　☆ヒヤリ・ハット映像の報告（有の場合）

運行中
５．車間時間４秒と一時停止２回順守
６．車内への書類などの持ち込み禁止
　・トランク／ラゲージスペースを利用
７．スマホ／携帯電話の使用厳禁
　・ドライブモード／電源断の順守

 ８．ハンドルを握ったら運転に集中
 ９．「譲り合い」と「思いやり」のある
　　運転
10．「かもしれない運転」励行

図９　ドライブレコーダー映像収集自動化システム

クラウド

●運転速度 ●位置情報

●急加速 ●急減速 ●車両所在地

●録画映像（事故、ヒヤリハット）
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「映像確認」 「車両管理」 「運転データよる診断書」

遠隔でも確認

駐車場 事務所

書」

事務所で確認

写真６　直営工事模様写真５　座学・実技模様


